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ウェブ・アウトリーチグループの活動概要 
目的 IUGONETの開発プロダクトが超高層大気研究分野の
 研究インフラとして根付くための普及・宣伝活動を行う 
 
1. プロジェクトウェブページの更新・管理 
2. プロジェクトのパンフレットの更新 
3. ニュースレターの発行 
4. メタデータDB／UDASの普及促進を目的とした講習会の開催 
5. ユーザー向けのメーリングリストの運用 
6. JpGU2013におけるブース展示 
7. プロジェクト成果物の機関リポジトリへの登録 
8. Twitter/facebookによるプロジェクト関連の情報発信 
9. YouTubeを利用したメタデータDB／UDASのチュートリアル提供 
10. Ustreamを利用した研究集会のリアルタイム動画配信 
現在の主な活動内容 
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プロジェクトウェブページの更新・管理 
• プロジェクトの概要
、進捗の報告 
• プロジェクトの開発
プロダクトの紹介 
• 研究集会の情報 
http://www.iugonet.org/ 
3 
プロジェクトのパンフレットの更新 
• 2013年2月：デザイン一新 
• 2013年4月：掲載情報更新 
 
• 日本語・英語版、A4判12頁 
• ウェブページからPDF版を
公開 
 
 
【本日受付でも希望者に配布
しております】 
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ニュースレターの発行 
• 2013年1月創刊、年4回発行 
• 各号A4判4頁、No.3まで発行済 
NEWS 
– 国際会議参加報告（CODATA 2012, WDS 
business meeting, AGU fall meeting 2012） 
– 研究集会開催報告 
– JpGU2013参加報告 
INTERVIEW 
– IUGONETの事始め／佐藤夏雄（NIPR） 
– IUGONETのこれから／家森俊彦（京大理） 
SCIENTIFIC RESULTS 
– サイエンス研究への応用－磁気急始時の地磁気
変動の統計的描像－／新堀淳樹（京大RISH） 
IUGONET TIPS 
– 南極点オーロラ全天イメージャデータ 
– インドネシアにおける流星レーダーデータ 
– "IUGONET"に秘められた想い 
UPCOMING 5 
ウェブページからPDF版を配布 
http://www.iugonet.org/newsletter.html 
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講習会の開催（MDDB/UDASの普及促進） 
• 開発プロダクトの利用促進とその定着を図るため、その
活用方法に関する講習会を定期的に開催 
• 開発メンバーが講師を務め、受講者が持参したPCでソ
フトウェア（TDAS/UDAS）を体験しながら学ぶ形式 
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国立極地研究所で2012年8月に
開催したデータ解析講習会 
– 2010/2/25, NIPR: SuperDARN/EISCAT/れいめい衛
星データ解析講習会 
– 2011/7/27, NIPR: IUGONETデータ解析講習会 
– 2012/2/24, 名大STE研：平成23年度国立極地研究所
研究集会「地上多点観測データの総合解析による超高層大
気研究会」 
– 2013/8/10, NIPR: 平成24年度国立極地研究所研究
集会「地上多点観測データの総合解析による超高層大気研
究会」 
– 2013/2/27, 京大RISH: IUGONETデータ解析講習会 
– 2013/8/21, NIPR: 平成25年度国立極地研究所研究
集会「太陽－地球大気の地上多点観測データ総合解析ワー
クショップ」 
ミニ講習会、国外でのレクチャーの実施 
– IUGONET参加機関で個別に企画 
• 2012/12/3, 2013/2/6、東北大、八木学 
• 2013/6/19, 7/2, 7/19、名大STE研、堀智昭 
• 2013/8/9, 京大RISH, 新堀淳樹 
– 潜在ユーザーの大学院生が集まる機会で 
• 2012/9/3-5, 宇宙地球惑星科学若手会夏の学校 
• 2013/2/22, 太陽研究シンポジウム 
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インドネシア国立航空宇宙
研究所にて（2012年8月） 
• 2012/8/27-30、インドネシア・バンドン、新堀淳樹 
• 2012/9/18-21、オーストリア・グラーツ、阿部修司 
• 2012/9/17-26、インドネシア・チアンジュール、阿部修司 
• 2013/1/12, 2/11、ウェブ講習、インドネシア・バンドン、京大RISH 
ミニ講習会 
国外の研究者向けのレクチャー 
ユーザー向けのメーリングリストの運用 
• 主な用途： IUGONETからユーザーへのお知らせ配信 
• 登録者数： のべ78名（2013/8/16現在） 
• ウェブページ内に登録案内の情報を掲載 
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IUGONET 
ウェブページより 
登録フォームへ 
氏名とE-mailの記入のみ
（所属は任意） 
JpGU2013におけるブース展示 
• パネル展示 
• メタデータDB
及びUDASの
デモ体験 
 
• 2010年から継続出展 
• 超高層分野以外の研
究者や学部生なども多く
立ち寄る機会となっている 
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プロジェクト成果物の機関リポジトリへの登録 
• 以下の機関リポジトリ（※プラッ
トフォームはDSpace）にプロジェ
クトの成果物を登録 
– 東北大学（TOUR） 
– 名古屋大学（Nagoya 
Repository） 
– 京都大学（KURENAI紅） 
– 九州大学（QIR） 
• メリット 
– 管理コスト低減、保存の永
続性の確保 
– Visibilityの向上 
– 成果物の再利用 
• 主な登録成果物 
– プロジェクト関係者の発表
資料 
– プロジェクト報告書 
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Twitter/facebookの活用 
https://twitter.com/iugonet 
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https://www.facebook.com/iugo.net Twitterとの連携（ニュース
フィードへの自動投稿） 
プロジェクトの進捗情報、登録メタデータ
の紹介などのつぶやき 
YouTubeによるチュートリアル提供 
• 公式YouTubeチャン
ネルを開設 
• 主にUDASやメタデ
ータDBの使い方を
動画でデモ 
• 作業内容を字幕で
解説（日英両字幕） 
 
⇒手軽に操作できるこ
とを直感的に伝える 
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YouTubeによるチュートリアル提供 
IUGONET Webページの「解析ソフト」-「ロード関数」から参照可 
YouTube
動画への
リンク 
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Ustreamを利用した研究集会の動画配信 
IUGONET 関係の研究集会を中継・録画 
【現在リアルタイム配信中】 
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今後の課題 
    効果的な情報発信（他分野へも含め） 
    新規ユーザーの獲得、潜在ユーザーの発掘 
    ユーザーからのフィードバックの取得 
 
      
     研究コミュニティにおける定着 
   開発プロダクトの より広い分野への普及 
     国際展開 
 
• 既存のアウトリーチ用コンテンツの充実 
• 出前講義形式の講習会の実施（外部からのリクエストも広く募る） 
• 国内外の遠隔地へのオンライン講習会の実施強化 
• 開発プロダクトのユーザー同士の情報交換の場の提供 
       …などを検討中 
今後進めるべき
課題 
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